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医学系学生における学内移動時の運動負荷に関する調査
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【 背景と 目的】近年、大学生の身体活動低下が問題視さ れ、国内においては大学中退率およ び自殺率に少なから ず影響がある 。
身体活動は健康指標と し て考えら れ、 身体活動の低下に関わる も のと し て、 座り がちな行動が報告さ れている 。 座り がちな
行動は、 1.5M ET`s 以下のエネルギー消費である 身体活動で、 身体活動の不十分なレ ベルと 定義さ れている 。 座り がちな行
動に費やす時間が多い程、 様々な疾患の罹患率や死亡リ ス ク が高く なる こ と が示さ れており 、 世界的にみても 大学生の座り
がちな行動が増加し ている と 報告さ れている 。 本研究では、 K 大学の健康科学科に所属する 柔道整復師を目指す学生を 対象
に、 医療系大学生の身体活動を 調査する ため、 呼気ガス 分析によ り 得ら れた酸素摂取量を基に学内移動時の運動強度を測定
し 移動中の心拍数およ び乳酸と 酸素摂取量の関係を 調べた。【 方法】K 大学に所属する 柔道整復師を 目指す学生 4 名を 対象
と し た。 ト レ ッ ド ミ ルによ る 心肺運動負荷試験の結果よ り 得ら れた最大酸素摂取量を も と に一次回帰式を 作成し 、 学内移動
中の心拍数から 推定相対運動強度を算出し た。 さ ら に移動中の各地点で乳酸を 測定し た。 測定にて得ら れた値は平均値±標
準偏差で表し 、 運動前後の比較には対応のある t 検定を 行い有意水準 5％未満を も っ て有意と し た。【 結果】学内移動中の平
均心拍数は 102.3±22.1bpm 、 51.2±11.1％HRmax であっ た。 推定相対運動強度は、 約 51％VO2max であっ た。 ま た、 最も
運動負荷が高かった階段歩行後の乳酸値が平均 2.2±0.2 mmol/L であった。【 考察】本研究では柔道整復師を目指す学生に対
し 、 学内移動中での運動負荷時の心拍数およ び乳酸から 身体活動の検討を 行っ た。 特に階段歩行後の乳酸値は安静時から 有
意に高い値を 示し た。
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足底腱膜の硬度におよぼす因子の検討―足底腱膜厚、 アーチ高率および BMI と の関係性―
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【 背景】足底腱膜は、 踵骨隆起の内側結節から 起始し 、 1～5 基節骨底側に停止し ている 強靱な結合組織で、 足アーチの保持
に重要な役割を 担っ ている 。 ま た、 足底腱膜に関わる 疾患の中でも 足底腱膜炎は踵に痛みを伴う 頻度の多い疾患である 。 先
行研究によ る と 足底腱膜炎に罹患し た患者を対象と し た研究では、 健常者に比べ足底腱膜の硬度が低下し ている と 報告さ れ
ている 。 そこ で、 本研究では足底腱膜の硬度に影響を 及ぼす因子について、 Real-time Tissue Elastography（ 以下、 RTE）機
能を 搭載し た超音波観察装置（ 以下、 エコ ー）を 用いて、 健常者を 対象と し て検討し た。【 方法】対象は男性 13 名 26 肢と し た。
エコ ーの RTE と B モード を 用いて足底腱膜の硬度およ び足底腱膜の厚さ を 測定し、 アーチ高率の測定については、 被験者
を 座位にし て舟状骨高（ mm）を 足長（ mm）で除し た値を 算出し た。 BM I は身体計測と し て身長、 体重を 測定し 体格指数（ Body 
M ass Index： BM I）を 算出し た。 なお統計学的解析はピ アソ ン の相関係数を 用いた。【 結果】足底腱膜の硬度と 足底腱膜の厚
さ（ r＝－0.68）には有意な負の相関（ p＜0.01）を 認めたが、 足底腱膜の硬度に対し て、 アーチ高率およ び BM I は相関関係を 認
めなかった。【 考察】足底腱膜の肥厚は付着部に強い牽引力や着地時の直接的な衝撃が加わる こ と によ っ て、 足底腱膜が変性
する こ と で起こ る と さ れている 。 結果よ り 、 足底腱膜の硬度と 足底腱膜の厚さ には負の相関が認めら れた。 こ れは足底腱膜
の硬度が低下する こ と で荷重応力が分散でき ず、踵骨付着部に荷重応力が集中する ため肥厚傾向にある と 考えら れる 。ま た、
足底腱膜の硬度に対し て、 アーチ高率およ び BMI は相関関係を 認めなかっ たこ と から 、 こ れら の因子は足底腱膜の硬度に
影響を およ ぼし ていない可能性が示唆さ れた。
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【 目的】バレ ーボールはジャ ンプの機会が多く 、 練習や試合を 繰り 返し 、 様々な傷害が生じ る 。 さ ら に、 試合が近づく ほど 傷
害が理由で休めず、 症状を悪化する 可能性も ある 。 ス ポーツ 障害予防のメ ディ カルチェ ッ ク や結合組織疾患の病態評価に全
身関節弛緩性や筋柔軟性の評価がある 。 そこ で、 本研究は高校生バレ ーボール選手を 対象と し 、 外傷と 関節弛緩性と 筋柔軟
性について研究を 行っ た。【 方法】対象は高等学校男子バレ ーボール部に所属する 22 名と し た。 測定項目は、 バレ ーボール
の際の外傷の既往の調査、 関節弛緩性の評価、 筋柔軟性の評価を おこ なっ た【 結果】外傷の既往の結果は、 15 名に既往があっ
た。 部位では足関節が 7 名と 最も 多かっ た。 関節弛緩性の結果は、 全身の陽性者は 3 年生 0 名、 2 年生 1 名、 1 年生 2 名で
あり 、 1 年生の 5.5 点が最も 高かった。 筋柔軟性の結果は、 最高点が 5 名であり 、 3 年生 1 名、 1 年生 4 名であっ た。 各学年
の合計平均は 3 年生 2.6 点、 2 年生 2.2 点、 1 年生 3.3 点であり 、 1 年生が最も 高かっ た。 関節弛緩性と 筋柔軟性の合計点を
Pearson の相関係数を 用い有意水準を 5％と し たと こ ろ、 有意な相関はみら れなっ かた。【 考察】既往と し て足関節捻挫が最
も 多く 、 先行研究でも 足関節の外傷が多く 報告さ れている 。 ジャ ンプの着地や切り 返し など 急な方向転換を 強いら れる 競技
で多いと さ れ、 バレ ーボールでも そのよ う な局面が多く 同様の結果になっ たと 考えら れる 。 関節弛緩性の結果に関し て、 先
行研究では男子は女子に比べ、 年齢が増加する につれ弛緩性が減少し たと さ れ、 ま た全身関節弛緩性は先天的要因が大き い
と 考えら れており 、バレ ーボールの競技歴やポジショ ンは関係ないと 考える 。筋柔軟性の結果に関し て、最高点が 5名であっ
たが、 4 名が 1 年生であっ た。 ま た各学年の合計平均でも 1 年生が高く 、 先行研究では加齢と と も に柔軟性や関節弛緩性は
低下する と いう 報告も あっ た。
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高校野球選手における体組成と 走塁の速さ の関係
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（ 日本体育大学ス ポーツ キュ アセンタ ー横浜・ 健志台接骨院）
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【 背景】野球において走塁は、 瞬発力が求めら れる 。 近年は、 野球の指導現場において瞬発力の向上を 目的と し て、 積極的に
ウ エイ ト ト レ ーニングを 取り 入れている 。 体重を 構成する 主要な成分は除脂肪量と 体脂肪量に分けて考えら れ、 こ の 2 つは
大き な力発揮を 伴う 動作を行う 際に重要である ため、 走塁に関与する 可能性がある 。 そこ でわれわれは、 高校野球選手を 対
象と し て、 除脂肪量およ び体脂肪量と 走塁の速さ と の関連を 検討し たので報告する 。【 方法】対象は高校野球選手 25 名（ 男性、
年齢 16.0±0.79 歳、 身長 170.7±4.82cm、 体重 60.9±7.03kg）と し た。 走塁は、 一塁ベース から 二塁ベース の 27.431m と し 、
一塁から 二塁に達する ま での時間を測定し た。 除脂肪量と 体脂肪量は体組成計 InBody770（ イ ンボディ ・ ジャ パン社製）を 用
いて測定し た。 走塁の時間と 除脂肪量およ び体脂肪量の関連を 検討する ため spearman の順位相関係数を 求め、 有意水準は
5％未満と し た。【 結果】走塁の時間は 3.9±0.16 秒、 除脂肪量は 54.2±5.29kg、 体脂肪量は 6.7±3.27kg であっ た。 走塁の時
間と 体脂肪量は有意な正の相関を 認め（ r＝0.66、 p＝.01）、 除脂肪量と は相関を 認めなかっ た（ r＝－0.1、 P＝.96）。【 考察】本
研究の結果は、体脂肪量が少ないほど走塁が速く なる こ と を 示し た。し かし 除脂肪量と の相関が認めら れなかったこ と から 、
走塁は、 瞬発力を向上する ウ エイ ト ト レ ーニングと 並行し て体脂肪量を 減ら す運動メ ニュ ーや食事内容を 調整する こ と によ
り 、 さ ら に向上でき る と 考えた。
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ト レーニング施設におけるト レーニング器具の衛生状況について

畑島紀昭、 坂本賢広、 東　 千尋、 武内　 塁、 飯出一秀（ 環太平洋大学）
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【 目的】介護サービス 施設など において柔道整復師は機能訓練指導員と し てト レ ーニングなどを 指導する 。 その中でト レ ーニ
ング器具を 利用する こ と も ある が、 器具の衛生状態についての報告は少なく 、 衛生管理を 行っ ている が実際の衛生状態は不
明であった。 以上のこ と から 、 衛生管理を 実施し ている ト レ ーニング器具の衛生状態を 把握する ために調査を 実施し た。【 方
法】ト レ ーニン グ施設に常設さ れている コ ンボラ ッ ク から 寒天培地を 用いて細菌採取を 行っ た。 コ ンボラ ッ ク の 2 台を 無作
為に抽出し 、2台の 16カ所から 細菌採取を行い発育し たコ ロ ニー数から 部位別に平均値を 求め、採取日のコ ロ ニー数と し た。
採取は平日 5 日間連続で行い、 5 日間を 1 セッ ト と し 3 セッ ト 行っ た。 ま たメ チシリ ン 耐性黄色ブド ウ 球菌（ 以下、 MRSA）
の検出を 目的に 5 日間、 採取を 実施し た。 MRSA の採取にはふき 取り 法を 用いて実施し た。 採取後の培地は 35℃で 48 時間
培養し 、 発育し たコ ロ ニーを計測し た。 M RSA に関し ては危険性がある コ ロ ニーを 専門機関に提出し 同定を依頼し た。 統計
学的検討については 1 セッ ト から 3 セッ ト の細菌数を 比較検討し た。 一元配置分散分析を 用いて、 多重比較については
Tukey‐ Kramer 法を 行っ た。【 結果】コ ロ ニー数が多かっ たのは上肢ト レ ーニン グ用バーで 32.1±43.7、 フ ッ ト ス タ ン ド ハ
ン ド ルで 20.9±28.6、 下肢ト レ ーニング用バーで 20.2±20.1 の順に多かっ た。 統計学的検討では 1 セッ ト 目が 2 セッ ト 目と
比較し 有意にコ ロ ニー数が多い結果と なっ た。 MRSA は検出さ れなかったが、 Bacillus cereus など が検出さ れた。【 考察】セッ
ト で細菌数に差がみら れたこ と や病原性微生物が検出さ れたこ と から 器具の衛生管理を 行っ ていても 、 感染リ ス ク は否定で
き ない結果で、 衛生管理方法の再検討やト レ ーニング後の手指消毒など を 徹底する こ と が必要だと 考えら えた。
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ボッ チャ競技の体験会におけるボールの衛生状態について

石橋美那、 畑島紀昭、 坂本賢広、 東　 千尋、 武内　 塁、 佐藤美結、 當山元基、 川上貴之、 飯出一秀（ 環太平洋大学）

key words： 障がい者ス ポーツ 、 衛生調査、 細菌汚染、 柔道整復師

【 目的】ボッ チャ はパラ リ ンピッ ク の競技種目である 。 現在は健常者の大会が開催さ れ、 盛んに大会や体験会が行われ広がり
をみせている 。 体験会など を実施し た際に、 参加者個人に専用のボールを 与える こ と は難し く 、 不特定多数の者が同じ ボー
ルを 使用し 行われる 。 その際に多く の者が同じ ボールを共有する こ と から 衛生状態を維持する 必要性が考えら れる 。 し かし
ボールの衛生状態を 調査、 報告し ている も のはあま り 見ら れなかっ た。 そこ でボールの衛生状態を 把握する ために調査を
行っ た。【 方法】ボッ チャ 体験会前後のボールに付着し ている 細菌の採取を 行っ た。 採取する 際にはボール表面の半面から 採
取する こ と と し 、簡易ふき 取り キッ ト（ BPW）®（ 日水製薬株式会社）も 用いて採取し た。採取は 39球（ 3セッ ト 分）から 行っ た。
採取後はコ ンパク ト ド ラ イ TC®（ 日水製薬株式会社）に滴下し 35℃で 48 時間培養し 、 発育し たコ ロ ニーを計測し た。 20cm

2

中のコ ロ ニー数を計測する が、 計測が困難なも のに関し てはコ ロ ニー数を 300 と し た。 ま た体験会前後で発育し たコ ロ ニー
数を 比較検討し た。 統計学的検討についてはウ ィ ルコ ク ソ ン の符号付き 順位検定を 用いて実施し、 有意水準は 5％未満と し
た。【 結果】体験会前の全てのボールのから 検出さ れたコ ロ ニー数の平均値は 4.4±4.2、 採取後は 82.0±76.0 であっ た。 ま た
体験会後の培地で計測が困難なも のが 2 件みら れた。 統計学的検討では体験会後のコ ロ ニー数が体験会前よ り も 優位に多い
結果と なっ た。【 考察】体験会後のボールには多く の付着細菌がみら れ、 体験会後には細菌数が優位に上昇し ている 結果と
なっ た。 ボッ チャ の体験会中にボールの消毒と 参加者の手指消毒を 適宜実施し 衛生管理を行う 必要性が考えら れた。
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アルティ メ ッ ト フリ スビーにおけるディ スクの衛生状態について

佐藤美結、 畑島紀昭、 坂本賢広、 東　 千尋、 武内　 塁、 石橋美那、 當山元基、 川上貴之、 飯出一秀（ 環太平洋大学）

key words： フラ イ ングディ ス ク 、 衛生調査、 細菌汚染、 柔道整復師

【 目的】アルティ メ ッ ト フ リ ス ビ ー（ 以下、 アルティ メ ッ ト ）はフ ラ イ ン グディ ス ク（ 以下、 ディ ス ク ）を 使用し た 7 人制のス
ポーツ である 。 ディ ス ク は破損や変形など がない限り 試合中は同じ も のを 使用する 。 ま た選手交代に制限はなく 14 名以上
でディ ス ク の共有する こ と になる 。 ディ ス ク は多く の者が共有する こ と から 衛生状態を 維持する 必要性が考えら れる が、 衛
生状態を 調査、 報告し ている も のはあま り 見ら れなかっ た。 そこ でディ ス ク の衛生状態を 把握する ために調査を 行っ た。【 方
法】アルティ メ ッ ト の試合前後のディ ス ク に付着し ている 細菌の採取を 行っ た。 採取する 際にはディ ス ク の縁と なる 部位の
内側と 外側部を 簡易ふき 取り キッ ト（ BPW）®（ 日水製薬株式会社）も 用いて実施し 、 6 試合分採取を 実施し た。 採取後はコ ン
パク ト ド ラ イ TC®（ 日水製薬株式会社）に滴下し 35℃で 48 時間培養し 、 発育し たコ ロ ニーを 計測し た。 20cm

2
中のコ ロ ニー

数を 計測する が、 計測が困難なも のは 1cm
2
中の細菌数を 計測し 20 倍値で評価し た。 ま た計測が不可能なも のに関し ては

コ ロ ニー数を 2000 と し た。 さ ら に試合前後で発育し たコ ロ ニー数を 比較検討し た。 統計学的検討についてはウ ィ ルコ ク ソ
ン の符号付き 順位検定を 用いて実施し 、 有意水準は 5％未満と し た。【 結果】1 試合目の試合前のコ ロ ニー数が 115 で、 2 試
合目以降の試合前のコ ロ ニー数は全て 1000 以上であっ た。 試合後は 1 試合目か 6 試合目ま で全て計測する こ と が不可能で
あっ た。 統計学的検討では試合後のコ ロ ニー数が試合前よ り も 優位に多い結果と なっ た。【 考察】ディ ス ク に多く の付着細菌
がみら れ、 試合後には優位に上昇し ていた。 し かし 試合前から 多く の付着細菌がみら れる こ と から 、 各試合の間だけでなく
試合中も ディ ス ク の衛生管理を 行う こ と と 選手の手指の衛生管理も 行う 必要性が考えら れた。

1 −  C −  7
コ ロナ禍での高校運動部の練習・ 傷害状況の実態―長野県内ハンド ボール競技へのアンケート 調査結果より ―

國友康晴 
1,2）

、 伊藤拓巳 
1）
、 守矢勇太 

1）
（

1）
 く にと も 鍼灸整骨院、

2）
 長野救命医療専門学校）

key words： ハンド ボール、 コ ロ ナ禍、 自主活動、 傷害、 Google forms アンケート

目的； コ ロ ナ禍で運動でき ない時期が続く 中、 長野県内の高校生ハンド 競技者にアンケート を 行っ たので報告する。 方法；
身長等の基本属性と 、 活動出来ない期間、 自主活動の有無等の他、 活動再開時の痛み等も 聞いた。 結果； 有効回答 67 名、
男性 44 名女性 23 名、 ポジショ ン は 62 回答中、 バッ ク 26 名、 サイ ド 17 名、 ポス ト 8 名、 GK11 名。 コ ロ ナ禍で殆ど が活
動が出来ない中でも 58 名が自主活動を し 、 内容は指導者指示が 29％、 仲間で決めたが 22％、 自分で考えたが 82％だっ た。
自分で考えた一年は 75％、 二年 73％、 三年生が 92％と 三年が有意に高値。 内容は、 ラ ン ニング、 上肢筋ト レ 7 割と 多いの
は競技特性と 考える 。 ま た、 自分の動画で研究が 2 割、 SNS 等で動画研究が 5 割いたのは、 外出制限下での特色と 考える 。
55％が身体活動と 動画の両方を 行っていた。 活動頻度は一年が高く 、 二年、 三年と 頻度も 下り 、 一年・ 三年間に有意差を み
た。 活動再開後に発痛者 50 名中、 肩 20 名、 腰 17 名、 股関節 11 名、 膝 17 名、 足 20 名で、 二か所以上痛みが出た者が 29
名いた。 他は下腿部、 肘など 。 男女別では、 膝が女子で有意に多く 、 活動再開後の痛みが中学時既往と 同じ 者が 12 名おり 、
腰部が 4 割と 高値だっ た。 ま た、 再開後の痛みの治療は、 61 名中 14 名が行い、 整形外科 5 名、 整（ 接）骨院 6 名等であっ た。
中学の部活はバス ケ 13 名、 野球 12 名、 バレ ー 8 名、 サッ カー 7 名、 ハンド と 陸上が 6 名、 柔道と テニス が 3 名等があり 、
中学部活と ハンド の動作関連は、 バス ケ経験者「 足の運びや 1 対 1」サッ カー「 走力や持久力」等を 挙げた。 考察； 先行研究で、
高校ハンド 選手の有傷率は約半数と 報告ある が、 今回の復帰後有痛率が 8 割と 高値なのは、 急に動いた為と 考える 。 障害調
査では、 下腿、 腰等が多いと の報告で本編と 異なっ た。 ポジショ ン毎の痛みは、 GK が他と 比し て障害数が少なく 、 先行研
究と 同様だっ た。

1 −  C −  8
高校女子バスケッ ト ボール選手を対象と し たスポーツ外傷・ 障害の実態調査

川満　 亘、 玉城弘規、 鈴木信司（ 専門学校沖縄統合医療学院）

key words： 女子バス ケッ ト ボール、 ス ポーツ外傷・ 障害、 前向き 調査

【 背景・ 目的】ス ポーツ 外傷・ 障害の予防立案には、 対象競技における 外傷・ 障害の発生率や重症度の実態を 調査し 、 明ら か
にする こ と が重要だと さ れている 。 し かし 、 本邦における 女子バス ケッ ト ボール選手を 対象と し た外傷・ 障害の調査報告は
少ない。 そこ で我々は、 高校女子バス ケッ ト ボール選手を 対象と し たス ポーツ 外傷・ 障害の実態を 明ら かにする こ と を 目的
に前向き 調査を 行っ た。【 方法】高校女子バス ケッ ト ボール部に所属する 44 名を 対象に、 令和 3 年 4 月 1 日から 令和 4 年 3
月 31 日ま での 1 年間に発生し たス ポーツ 外傷・ 障害について前向き 調査を 行っ た。 今回、 一般社団法人日本臨床ス ポーツ
医学会およ び一般社団法人日本アス レ ティ ッ ク ト レ ーニング学会よ り 共同声明文と し て発表さ れたス ポーツ 外傷・ 障害およ
び疾病調査に関する 提言書を 参考に、 ス ポーツ外傷・ 障害の発生件数、 発生率、 受傷部位、 種類、 重症度などについて調査
し た。【 結果】ス ポーツ 外傷・ 障害の発生件数は 29 件（ 試合： 6 件、 練習： 23 件）で、 発生率は練習で 1.65 件/1,000 athlete-
hours、 試合では 29.79 件/1,000 athlete-hours で試合での発生率は練習と 比較し 約 18 倍と 高率であっ た。 受傷部位は足関節
が最も 多く 、 種類では関節捻挫・ 靱帯断裂が最も 多く 発生し た。 ま た、 膝前十字靭帯断裂や疲労骨折が重症度の高い外傷・
障害であっ た。【 考察】今回の調査結果は、 バス ケッ ト ボール女子日本リ ーグや、 米国の高校生バス ケッ ト ボールの選手を 対
象と し た外傷・ 障害の調査報告と 同様の傾向がみら れた。 し かし 、 対象年齢や調査手法が異なる 点は考慮する 必要がある と
考える 。
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1 −  C −  9
ク ラブチーム下部組織高校女子サッ カー選手の運動パフォーマンスと 体組成及び生活習慣の関連について

祁答院隼人、 伊藤　 譲、 森田洋平、 大石有希子、 二連木巧、 武井佑太、 高須勇斗（ 日本体育大学大学院保健医療学研究科）

key words： ク ラ ブチーム下部組織、 高校女子サッ カー、 運動パフ ォ ーマンス 、 体組成、 生活習慣

【 背景】高校女子サッ カー選手の活動方法は、 高校の部活動の他、 ク ラ ブチーム の下部組織に所属し て活動する 場合がある 。
こ の場合、 練習場所への移動を 要し たり 、 競技レ ベルが高く 練習メ ニュ ーが高強度なこ と が多く 、 一般的な高校の部活動と
は生活リ ズムが異なる 。 そこ で、 ク ラ ブチームの下部組織に所属する 高校女子サッ カー選手を 対象に、 運動パフ ォ ーマンス
と 体組成及び生活習慣の関連について検討し たので報告する 。【 方法】対象は、 N 大学女子サッ カー部 U-18 に所属する 健常
女性 17 名（ 16.2±0.6 歳）と し た。 運動パフ ォ ーマン ス の評価は、 日本サッ カー協会フ ィ ジカルフ ィ ッ ト ネス プロ ジェ ク ト を
参考と し た。 生活習慣の調査は、 睡眠を 中心と し た生活習慣と 子供の自立等と の関係性に関する 調査（ 平成 26 年文部科学省
実施）を 用いた。 統計解析は、 運動パフ ォ ーマンス と 体組成及び生活習慣の関連を Spearman の順位相関分析を 用いた。【 結
果】運動パフ ォ ーマン ス と 体組成の関連は、 アジリ ティ テス ト 、 ジャ ン プテス ト と たんぱく 質量や除脂肪量、 骨格筋量に有
意な相関を 認めた。 運動パフ ォ ーマンス と 生活習慣の関連は、 アジリ ティ テス ト と 睡眠に有意な負の相関を認め、 ジャ ンプ
テス ト に有意な正の相関を 認めた。 ま た、 Yo-Yo test と 食事に有意な正の相関を 認めた。【 考察】運動パフ ォ ーマンス が高かっ
たのは、 体組成においてたんぱく 質量や除脂肪量、 骨格筋量が多い選手、 ま た生活習慣が不良と 判定さ れた選手であっ た。
こ れは、 対象は練習開始と 終了時間が遅く 帰宅が夜遅く なる ため、 睡眠や食事習慣が乱れる が、 そも そも 運動パフ ォ ーマン
ス が高い選手が多いためと 考えた。 練習時間の変更の提案は困難である が、 睡眠や食事習慣の詳細を 調査し て改善する こ と
で、 さ ら に運動パフ ォ ーマンス の向上を 図れる 可能性がある 。

1 −  C −  10
女子サッ カー選手の生活習慣と コンディ ショ ンに関するアンケート 調査

齋藤浩太、 西顕太郎、 佐藤汰一、 齋藤健太、 田保由紀奈、 南澤乃綾、 辰巳稜真、 佐野麻衣、 伊藤　 譲（ 日本体育大学保健
医療学部整復医療学科）

key words： 女子サッ カー、 コ ンディ ショ ン、 睡眠、 食事、 電子媒体

【 背景】生活習慣はアス リ ート のコ ンディ ショ ンに影響する こ と が知ら れている 。 女性アス リ ート は月経などの影響によ り コ
ンディ ショ ンが乱れやすいため、 生活習慣と コ ンディ ショ ンに対する 高い意識が求めら れる 。 そこ で本研究は、 大学生、 高
校生と 中学生女子サッ カー選手の生活習慣と コ ンディ ショ ンに対する 意識についてアンケート によ り 調査し た。【 方法】対象
は N 大学女子サッ カー部（ 大学生）と その下位チームのユース（ 高校生）と ビ ーネ（ 中学生）に所属する 選手 73 名と し た。 アン
ケート は平成 26 年文部科学省実施「 睡眠を 中心と し た生活習慣と 子供の自立等と の関係性に関する 調査」の一部を 抜粋し 、
①睡眠の状況、 ②食事の状況、 ③練習時間及び頻度、 ④練習外の過ごし 方、 ⑤自身の心身の状況について調査し た。【 結果】
①睡眠の状況は平均 7.0±1.2 時間で、 大学生は睡眠時間にばら つき があっ た。 ま た、 約 7 割が朝起き る のがつら いと 感じ て
いた。 ②食事の状況は約 9 割以上が 1 日 3 回摂っ ていた。 ③練習時間及び頻度は週 5.5±1.0 日、 1 日約 2.4±0.5 時間であっ た。
④練習外の過ご し 方は約 9 割が就寝直前ま で電子媒体を 使用し ていた。 ⑤自身の心身の状況は、 ポジティ ブな回答が多く 、
対人関係に問題はなかっ た。 ま た、 コ ンディ ショ ンは午後が良い選手が多かった。【 考察】大学生は睡眠時間のばら つき があ
り 、 こ れはアルバイ ト によ り 就寝、 起床時間が不規則なためと 考えた。 コ ンディ ショ ンが午後に良いのは、 練習時間が平日
は 19 時～21 時で、 こ れに合わせた生活サイ ク ルになっ ている ためと 考えた。 選手の多く は、 電子媒体を 就寝直前ま で使用
し ている こ と で睡眠の質が低下し 、 約 7 割が朝起き る のがつら いと 感じ る こ と に関与し ている と 考えた。 競技生活を 充実さ
せコ ンディ ショ ンを 向上さ せる ためには、 職種やアルバイ ト の時間帯の適切な選択、 睡眠前の電子媒体の使用を 控える など
の指導が必要である 。

1 −  C −  11
高校バレーボール選手における Non-Time-Loss 傷害の経験とコンディ ショ ニングに関する実態調査

成瀬萌花、 森田秀一（ 帝京大学医療技術学部柔道整復学科）

key words： Non-Time-Loss 傷害、 バレ ーボール、 コ ンディ ショ ニング

【 背景】ス ポーツ 競技者や指導者は、 競技活動に伴う 傷害を予防する こ と が求めら れており 、 競技活動の離脱を 伴わない程度
の Non-Tim e-Loss 傷害に着目する こ と が重要である 。 そこ で本研究は、 高校バレ ーボール選手を 対象に、 Non-Time-Loss 傷
害の経験と コ ンディ ショ ニングに関する 実態を 明ら かにする こ と を目的と し た。【 方法】高校バレ ーボール選手 335 名を 対象
と し 、 集合調査法およ び郵送法にて質問紙調査を 実施し た 。 調査項目は、 属性・ Non-Time-Loss 傷害の経験・ コ ンディ ショ
ニングに関する 内容と し た。【 結果】回収率は 100％であり 、 有効回答であっ た 335 件（ 97.1％）を分析対象と し た。 Non-Time-
Loss 傷害の経験を 有する 者は全体の 68.3％であ り 、 その内医療機関を 受診し た者は 70.3％であり 、 そのう ち 61.6％が接骨
院を受診し ていた。 接骨院を 受診し た者が実施し ていた 1 日あたり のセルフコ ンディ ショ ニング時間の平均は 5.5 分であり 、
接骨院を 受診し ていない者の実施時間と 同等であっ た。【 考察】高校バレ ーボール選手の Non-Time-Loss 傷害の経験を 有す
る 者は約 7 割である こ と から 、 バレ ーボールでは傷害頻度が少ないと さ れている も のの、 競技を離脱し ない程度の疼痛を 抱
えている 選手は多いこ と が示さ れた 。 ま た。 Non-Time-Loss 傷害時には 6 割以上が接骨院を 受診し ており 、 こ れは競技から
離脱し たく ない選手の心理的側面が関連し ている こ と が推察さ れる 。 つま り 、 接骨院に来院する 選手は、 練習等の競技活動
を 継続し ながら 傷害の状態を 改善する こ と を 求めている 可能性が高いと 考えら れる 。 し かし 、 接骨院の受診有無によ っ てコ
ンディ ショ ニング時間に差がなかっ たこ と から 、 今後は来院し た選手に対し て、 セルフコ ンディ ショ ニングを 積極的に実施
する よ う 自己管理教育を する こ と が必要である こ と が示唆さ れた。
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1 −  C −  12
日本体育大学附属接骨院における傷害発生率の調査研究

中野花菜、 江尻百那味、 伊藤　 譲、 栫井志歩、 若松純哉、 大石有希子、 高須勇斗、 光宗あかり 、 久保寺悠喜、 祁答院隼人
（ 日本体育大学ス ポーツ キュ アセンタ ー横浜・ 健志台接骨院）

key words： 接骨院、 ス ポーツ 障害、 障害調査

【 目的】ス ポーツ キュ アセン タ ー横浜・ 健志台接骨院（ 以下、 SCC）は、 本学の保健医療学部附属臨床実習施設と し て 、 2015
年 10 月に開院し た。 キャ ン パス 内にある こ と で多く の学生アス リ ート が来院し ている が、 キャ ンパス 内への入構制限や部
活動の中止や制限など 、 コ ロ ナ禍の影響を 大き く 受けている 。 そこ で、 当院の診療状況について、 コ ロ ナ禍前後で比較し た
ので報告する 。【 方法】調査対象は 2020 年 4 月から 2022 年 3 月（ 24 カ月）に SCC に来院し た患者 1122 名と し た。 調査は施
術録をも と に、 保険請求の疾患別頻度、 競技種目別患者数およ び傷害の種類と その頻度と し た。 コ ロ ナ禍前後の比較は月平
均件数で行っ た。【 結果】延べ来院件数は 2542件であった。以下の結果（ 件数）はコ ロ ナ禍前と 比較する ため月あたり で示し た。
保険請求の疾患別頻度は、 捻挫が 57.7 件、 挫傷が 39.9 件、 打撲が 6.1 件、 骨折が 0.6 件、 脱臼が 1.0 件、 不全骨折が 0.6 件
であっ た。 競技種目別患者数は、 上位から サッ カーが 27.5 件、 ラ グビ ーが 9.6 件、 レ ス リ ン グが 7.3 件であっ た。 傷害の種
類は、 サッ カ ーは足関節内反捻挫が 3.5 件、 ハム ス ト リ ン グ筋損傷が 2.0 件、 筋筋膜性腰痛症が 1.5 件、 ラ グビ ーは筋筋膜
性腰痛症が 1.1 件、 足関節内反捻挫が 0.8 件、 ハム ス ト リ ン グ 筋損傷が 0.4 件、 レ ス リ ン グ は筋筋膜性腰痛症が 0.7 件、 膝
M CL 損傷が 0.5 件、 足関節内反捻挫が 0.5 件であっ た。【 考察】今回は捻挫が最も 多かっ たが、 コ ロ ナ禍前の調査では、 挫傷
が最も 多く 次いで捻挫であっ た。 こ れは、 前回の調査で最多の陸上競技の受診が減少し 、 陸上競技に多い挫傷が減ったため
であった。 受診が多い競技種目は、 コ ロ ナ禍前と ほぼ同様であっ た。 コ ロ ナ禍によ り 部活動や大会開催の中止、 ト レ ーニン
グ環境も 影響を受けたが、 結果から は傷害の種類は競技特性を反映し ている と 考えた。

1 −  C −  13
柔道整復師の徒手による足関節前方引出し時の前方引出し 距離について： スト レス負荷装置と の比較

光宗あかり 、 伊藤　 譲、 大石有希子、 栫井志歩、 若松純哉、 江尻百那味、 高須勇斗、 中野花菜、 祁答院隼人、 久保寺悠喜
（ 日本体育大学ス ポーツ キュ アセンタ ー横浜・ 健志台接骨院）

key words： 足関節捻挫、 前方引出し テス ト 、 超音波画像診断装置、 テロ ス ス ト レ ス デバイ ス

【 背景】われわれは、 こ れま でに足関節捻挫に対し 、 柔道整復師の前方引出し テス ト（ 以下、 ADT）によ る 重傷度の評価と 、 ス
ト レ ス 負荷装置を 用いた脛骨に対する 距骨の移動距離（ 以下、 ATFL 長）を 超音波画像診断装置によ り 測定、 比較し 、 両者に
相関を 認めなかっ たこ と を 報告し た。 そこ で、 本研究では柔道整復師の ADT と ス ト レ ス 負荷装置によ る ス ト レ ス 負荷時の
ATFL 長を 比較し た。【 方法】対象は、 足関節捻挫の既往歴がある 男女 9 名 17 足（ 年齢 24.6±6.5 歳）であった。 ADT の実施者
はス ポーツ 外傷の施術を日常的に行っ ている 柔道整復師 5 名であっ た。 ス ト レ ス 負荷装置はテロ ス ス ト レ ス デバイ ス を 用い
た。 ATFL 長の測定は、 超音波画像診断装置を 用い、 ADT と ス ト レ ス 負荷装置によ る ス ト レ ス 負荷のそれぞれ前後に行っ た。
測定値の前後の差を ATFL 差と し 、 ADT と ス ト レ ス 負荷装置によ る ス ト レ ス 負荷の ATFL 差を Mann-Whitney の U 検定を
用いて検討し た。【 結果】ATFL 長は、 ADT 前は 21.0±1.7mm、 後が 23.3±1.8mm で ATFL 差は 2.3±1.2mm であっ た。 ス ト
レ ス 負荷装置によ る ス ト レ ス 負荷前の ATFL長は、前は 22.4±1.9mm 、後が 24.4±1.2mm で ATFL差は 2.0±1.2mm であっ た。
ADT と ス ト レ ス 負荷装置によ る ス ト レ ス 負荷の ATFL 差は、 差を 認めなかっ た（ p＝0.234）。【 考察】今回比較し た ATFL 長に
ついて、 ADT と ス ト レ ス 負荷装置によ る ATFL 長に差がなかっ たこ と から 、 徒手によ る ADT は正確であっ た。 こ のこ と と 、
こ れま での報告で、徒手によ る 重傷度の評価と ス ト レ ス 負荷装置によ る ATFL長に相関がなかっ たこ と を 併せて勘案する と 、
柔道整復師によ る 足関節捻挫の重傷度の評価は、 ADT によ る 脛骨に対する 距骨の前方移動のみなら ず、 その他にも 判断材
料がある と 考えた。

1 −  C −  14
足関節捻挫患者の歩行訓練開始時における歩行の足底圧中心軌跡

栫井志歩、 伊藤　 譲、 若松純哉、 大石有希子、 江尻百那味、 高須勇斗、 中野花菜、 光宗あかり 、 久保寺悠喜、 祁答院隼人
（ 日本体育大学ス ポーツキュ アセンタ ー横浜・ 健志台接骨院）

key words： 足底圧中心軌跡、 足関節捻挫、 歩行周期

【 背景】足関節捻挫によ り 不安定性を 有する 場合、 足底圧中心（ 以下、 COP）軌跡は外側に偏位する と 報告さ れている が、 歩
行訓練開始時における 歩行の COP 軌跡は明ら かにさ れていない。 そこ で、 足関節捻挫患者の歩行訓練開始時の COP 軌跡を 、
足底圧測定装置を 用いて測定、 検討し たので報告する 。【 方法】対象は男女 21 名（ 21.1±2.9 歳）と し た。 当院にて足関節捻挫
と 判断し た 11 名を捻挫群、 捻挫既往のない 10 名を非捻挫群と し た。 足底圧の測定は圧力分布測定器（ 以下、 Footscan）を 用
いた。 課題は 5m の歩行路中央に Footscan（ 長さ 2.1 m、 幅 0.45 m）を 設置し 定常歩行と し た。 Footscan によ る フ ッ ト プリ ン
ト の踵中央を 原点と し 、 原点から 第 2、 3 中足骨頭の間を 結ぶ線を 中心線（ y 軸）、 原点を通る 中心線に垂直な軸を x 軸と し た。
ま た、 中心線よ り 外側を －、 内側を ＋と し た。 COP 軌跡は、 Footscan の解析ソ フ ト によ り 判定さ れる 、 Initial Foot Contact

（ IFC）、 Initial M etatarsal Contact（ IM C）、 Initial Forefoot Flat Contact（ IFFC）、 Heel of f（ HO）、 Last Foot Contact（ LFC）の位
置（ 座標）で評価し た。【 結果】捻挫群の捻挫足と 非捻挫足の比較で、 IFFC において、 y 座標は、 捻挫足 57.1±7.7mm、 非捻
挫足 47.4±6.5mm で有意に前方（ p＝.006）、 x 座標は、 捻挫足－4.6±2.1mm、 非捻挫足－1.8±2.4mm で有意に外側へ偏位し
た（ p＝.031）。 捻挫群の捻挫足と 非捻挫群の利き 足の比較で、 有意差は認めなかっ た。【 考察】歩行訓練開始時における 捻挫
足は、 正常歩行が獲得でき ておら ず、 荷重によ る 不安定性を 回避する ため COP を 速く 前方に移動さ せている と 考えた。

第
一
日
目

63

会 員 発 表



1 −  C −  15
医療系大学生における足関節自覚的不安定感の実態調査

内田拓己 
1）
、 菅沼勇作 

1）
、 松島綾飛 

1）
、 笹木正悟 

2）
（

1）
 東京有明医療大学大学院、

2）
 東京有明医療大学）

key words： 足関節自覚的不安定感、 IdFAI-J、 アンケート

【 背景】足関節捻挫受傷後に適切な処置を せずに放置する と 、 約 40％が慢性足関節不安定症（ Chronic Ankle Instability； CAI）
に移行する 。 CAI を 考える う えでは、 正常な生理学的関節可動域を超える「 構造的不安定性」と 足関節に不安定感が残存する

「 機能的不安定性」を 分類する 必要がある 。 損傷部位の治癒と 共に構造的不安定性が改善し た後にも 機能的不安定性が残存
し 、 日常生活に支障を き たすこ と があ る 。 本研究は、 足関節の自覚的不安定感を 調査する ための質問紙「 Identication of 
Functional Ankle Instability（ IdFAI）」を 用いて、 医療系大学生が有する 自覚的不安定感の実態調査を目的と し た。【 方法】医療
系大学に所属する 一般大学生 192 名 384 足（ 男性 147 名、 女性 45 名）を 対象に、 日本語に翻訳さ れた IdFAI-J（ M ineta et al, 
2019）を実施し た。 先行研究を 参考に「 自覚的不安定感あり 」と する カッ ト オフ 値を 10.5 点と 定めた。【 結果】IdFAI-J＞10.5 点
は 114 人 166 足（ 43.2％）にみら れた。 ま た、 左右の足ご と にみてみる と 、 右足 99 足（ 51.6％）、 左足 67 足（ 34.9％）に自覚的
不安定感を 確認し た。 さ ら に男女別に分類し た 場合、 男性の右足 75 足（ 51.0％）/左足 46 足（ 31.3％）、 女性の右足 24 足

（ 53.3％）/左足 21 足（ 46.7％）に自覚的不安定感があ っ た。【 考察】本研究における 医療系大学生の自覚的不安定感の有病率
（ 43.2％）は、 大学生アス リ ート を 対象と する 先行研究（ 簀戸ら . 2021; 42.6％）と ほぼ同等であっ た。 足関節捻挫は軽視さ れや
すく 治癒し ていない状態で復帰する こ と が多いこ と から 、 自覚的不安定感は競技レ ベルに関係なく 残存し ている 可能性が示
唆さ れた。

1 −  C −  16
育成年代における足関節捻挫に関する意識調査

秋津　 亮 
1）
、 冨岡健人 

1）
、 森村玲央 

1）
、 祁答院隼人 

2）
、 江尻百那味 

2）
、 大石有希子 

2）
、 伊藤　 譲 

2）
（

1）
 日本体育大学保健医療

学部整復医療学科、
2）
 日本体育大学ス ポーツキュ アセンタ ー横浜・ 健志台接骨院）

key words： サッ カー、 育成年代、 足関節捻挫、 意識調査

【 背景】足関節捻挫を 受傷し た競技者は、 適切な治療やリ ハビ リ テーショ ンを 行わずに復帰し 、 再受傷を 繰り 返し て慢性足関
節不安定症（ 以下、 CAI）に陥り 、 競技パフ ォ ーマン ス が低下する と 報告さ れている。 足関節捻挫に対する 意識調査は、 大学
生を 対象と し た報告が多く 、 中学生や高校生（ 以下、 育成年代）を 対象と し た報告はほと んど みら れない。 そこ でわれわれは、
育成年代における 足関節捻挫に対する 意識を調査し たので報告する 。【 方法】対象は、 中学、 高校のサッ カーチームに所属す
る 男性競技者 112 名（ 13.7±1.3 歳）と し た。 調査は Google フ ォ ームを 用いた。 質問内容は、 足関節捻挫の既往について 13 問、
リ ハビ リ テーショ ン、 ケア、 教育について 3 問、 足関節捻挫後の競技復帰について 6 問の合計 22 問と し た。【 結果】足関節
捻挫の既往あり と 回答し た者は 73 名（ 65.2％）であっ た。 こ のう ち、 医療機関に受診し なかっ た者は 37 名（ 50.7％）で、 受診
し なかっ た理由は「 たいし たけがではないから 」が 18 名（ 48.6％）であっ た。 受傷後、 継続的にリ ハビ リ テーショ ン を 行っ た
者は 25 名（ 34.7％）で、 競技復帰の判断を 自分で行っ たと 回答し た者は 54 名（ 74.0％）であった。【 考察】育成年代の競技者は、
足関節捻挫に対し 、 約半数が「 たいし たけがではない」と 自己判断し 、 医療機関を受診し なかっ た。 こ れは、 CAI に陥る など
の後遺障害に関する 適切な知識がないためと 考えた。 特に中学生では、 負傷時に身近に相談でき る 専門知識を 有する ト レ ー
ナーなど がいないこ と も 多く 、 痛みや違和感がある 状態で我慢し て競技を 継続し ている 可能性がある 。 今後は、 育成年代の
競技者に対し 、 負傷し た際には軽傷と 思っても 指導者や医療機関に相談する 必要がある こ と 、 さ ら に、 指導者にも 、 病態や
リ ハビリ テーショ ンの重要性について啓蒙する 必要がある と 考えた。

1 −  C −  17
高校野球における傷害調査

竹田光里、 米原裕二（ 東京メ ディ カル・ ス ポーツ 専門学校）

key words： 高校野球、 傷害調査、 ス ポーツ 外傷

【 背景】野球競技では、 上肢（ 肩・ 肘）の傷害発生頻度が高い。 藤井ら は、 高校野球選手 67 名を 対象にし たアン ケート 調査を
実施し 、 48 名が肩・ 肘の傷害を 経験し たと 報告し た。 野球の肩・ 肘傷害は、 過去の既往が危険因子である と 笹沼ら の報告
によ り 明ら かと なっ ている 。 既往歴を 把握する こ と は、 予防策を 構築する う えで重要と 考えた。 そこ で、 本研究は、 傷害予
防を 目的と し て C 高校の野球部を 対象に調査を 行っ たので報告する 。【 目的】本研究の目的は、 高校野球における 傷害調査
を 実施し 、 既往歴の実態を 把握する こ と である 。【 方法】本研究の対象は、 C 高校野球部に所属する 1 年生 16 名、 2 年生 36 名、
3 年生 22 名と し た。 データ 収集は、 2022 年 5 月に M icrosoft Forms にてアン ケ ート 調査を 実施し た 。 調査項目は、 学年、
受傷部位、 疾患名、 ポジショ ンと し た。 分析方法は単純集計と し た。【 結果】部位別（ 全体）の既往歴は、 肘部が 33 件（ 21.6％）
と 最も 多く 、 次いで足部が 31 件（ 20.4％）、 肩部が 23 件（ 15.0％）、 膝部が 13 件（ 8.6％）であっ た。 学年別の既往歴件数は、 2
年生が 73 件（ 49.7％）と 最も 多く 、 次いで 3 年生が 39 件（ 26.5％）、 1 年生が 35 件（ 23.8％）であっ た。 既往歴件数と 学年別部
員数の割合は、 1 年生が 219％、 2 年生が 203％、 3 年生が 177％であっ た。 ポジショ ン 別の既往歴は、 投手が 53 件（ 37.9％）
と 最も 多く 。 次いで二塁手が 17 件（ 12.1％）、 一塁手が 15 件（ 10.7％）であっ た。【 考察】既往歴件数と 学年別部員数の割合は、
1 年生が最も 多い。 先行研究では、 既往歴がケガの危険因子である と 報告さ れている。 そのため、 既往歴件数と 学年別部員
数の割合が高い 1 年生はケガを する 可能性が他の学年と 比較し 高いこ と が示唆さ れた。 こ れよ り 、 入部から の身体作り が予
防する う えで重要と 考えた。
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1 −  C −  18
投法の違いが前腕屈筋群の筋硬度に及ぼす影響

武井佑太、 伊藤　 譲、 大石有希子、 森田洋平、 二連木巧、 高須勇斗、 祁答院隼人（ 日本体育大学保健医療学研究科）

key words： 投球障害肘、 オーバース ロ ー、 サイ ド ス ロ ー、 超音波画像診断装置、 野球

【 背景】野球では肩や肘に関連する 障害を 有する 者が多く 、 近年は、 肘の障害が増加傾向にある 。 投球障害肘は、 不良な投球
フ ォ ームや繰り 返し の肘関節外反ス ト レ ス によ っ て発生する 。 こ のス ト レ ス に対抗し て前腕屈筋群や回内筋群が繰り 返し 収
縮する こ と で筋硬度が上昇する と いう 報告がある 。 こ れら はオーバース ロ ーに関する 報告がほと んどで、 サイ ド ス ロ ーにつ
いての報告はほと んど みら れない。 そこ で我々は、 投法の違いが前腕屈筋群や回内筋群の筋硬度に及ぼす影響について検討
し たので報告する 。【 方法】対象は健常成人野球選手 12 名（ 22.8±2.9 歳）と し 、 オーバース ロ ー群 6 名（ 以下 OT 群）と サイ ド
ス ロ ー群 6 名（ 以下 ST 群）と し た。 球種はス ト レ ート と し 、 マウ ン ド から ホ ーム ベース 上に設置し たネッ ト に投球さ せた。
投球数は 15 球を 1 セッ ト と し 全 5 セッ ト で計 75 球と し た。 投球フ ォ ーム の正確性はト ラ ッ キ ン グ シ ス テム（ Rapsodo、
Rapsodo 社製）で確認し た。 被験筋は、 浅指屈筋、 深指屈筋、 尺側手根屈筋、 橈側手根屈筋、 円回内筋と し た。 筋硬度の測
定は、超音波画像診断装置（ ALIETTA 850、富士フ イ ルム社製）の剪断波エラ ス ト グラ フ ィ ー機能を 使用し 投球前後に行っ た。

【 結果】筋硬度は、 投球前投球後の両群間の比較で全ての筋において差を 認めなかっ た 。 ま た、 OT 群 ST 群の投球前後にお
いても 差は認めなかっ た。【 考察】本研究では、 OT 群 ST 群共に筋硬度の上昇はみら れず両群にも 差がみら れなかっ たこ と は、
正し い投球フ ォ ームで投球さ せたこ と によ る も のと 考えた。 従って、 サイ ド ス ロ ーにおいても オーバース ロ ーと 同様に正し
い投球フォ ームで投球する こ と で投球障害肘の発生を 予防でき る 可能性がある 。 そのためには、 サイ ド ス ロ ーの投手は比較
的少ないが障害予防の観点から ス ポーツ 現場で指導に関わる 柔道整復師は、 各投法の正し いフ ォ ームを 熟知し ておく 必要が
ある 。

1 −  C −  19
踵痛を経験し た小学生サッ カー選手の試合中の高衝撃負荷特性

菅沼勇作 
1）
、 松島綾飛 

1）
、 内田拓己 

1）
、 笹木正悟 

2）
（

1）
 東京有明医療大学大学院、

2）
 東京有明医療大学）

key words： 成長期、 サッ カー、 児童期、 外的負荷、 成長関連障害

【 背景】踵部の成長関連障害である シーバー病は 11 歳頃に好発する（ Materne et al. 2021）。 本研究は、 踵痛経験を 有する 小学
生サッ カー選手の試合における 衝撃負荷特性を 検討する こ と を目的と し た。【 方法】小学生サッ カー選手 30 名（ 年齢 11.2±0.5
歳、 身長 144.0±7.2 cm、 体重 35.3±6.3kg）を 対象と し 、 過去 6 か月以内における 踵痛の有無について聞き 取り 調査を 実施
し た。 ま た、 全ての対象者は加速度計内蔵の GPS センサを 装着し た状態で 8 人制サッ カーの試合を 行っ た。 センサの各軸
成分加速度から 合成加速度を 算出し 、 合成加速度が 6G およ び 8G を 超えた場面の発生頻度およ び 95％信頼区間を 算出し た。
踵痛の有無によ る 各項目の差を 検討する ために、 対応のない T 検定を 行っ た。 統計学的有意水準は 5％未満と し 、 効果量（ d）
を 算出し た。【 結果】合成加速度＞6G の発生頻度について、 踵痛あり 群（ 5 名： 頻度； 6.99 回/分［ 95％CI 6.58-7.40］）は、 なし
群（ 25 名： 頻度； 6.52 回/分［ 95％CI 6.33-6.71］）に比べて高い傾向を 示し た。 ま た踵痛あり 群は左右方向の成分加速度が大き
く（ ＞6G.p＜0.01、 d＝0.11； ＞8G.p＜0.01、 d＝0.23）、 前後方向の加速度成分が小さ かっ た（ ＞6G.p＜0.01、 d＝0.17）。【 考察】
児童期に発生する シーバー病はラ ンニングやジャ ンプが頻発する ス ポーツ で多いと 報告さ れている（ M adden et al.1996）。 ま
た、 サッ カーの試合における 高衝撃場面はラ ン ニン グ や減速動作で多いこ と が確認さ れている（ Sasaki et al.2020）。 本研究
では、 踵痛の経験を 有する 選手は左右方向への衝撃負荷が大き い特徴を示し た。 試合中における 高衝撃負荷の「 頻度」に加え
て「 方向」に着目する こ と は、 児童期の成長関連傷害の予防に重要である と 考えら れた。

1 −  C −  20
サッ カー競技者の利き足・ 非利き足による下肢の障害発症の違いの検討

古谷嗣実 
1）
、 佐藤龍希 

1）
、 簀戸崇史 

1,2）
、 井上　 仁 

2）
、 尾藤何時夢 

2,3）
、 高本考一 

2,3）
（

1）
 環太平洋大学体育学部健康科学科、

2）
 東

亜大学通信制大学院、
3）
 東亜大学人間科学部ス ポーツ健康学科柔道整復コ ース ）

key words： サッ カー、 下肢の怪我、 利き 足

［ 目的］サッ カー競技者の利き 足・ 非利き 足によ る 下肢の障害発症の違いを 明ら かにする ため大学サッ カー競技者を 対象に既
往調査を 行っ た。［ 方法］大学サッ カー部に所属する 男性競技者 86 名を 対象と し た。 被験者の利き 足・ 非利き 足の下肢の怪
我の既往歴［ 膝蓋大腿痛、 下腿後面の肉離れ・ アキレ ス 腱痛、 大腿後面の肉離れ、 シンス プリ ント 、 膝関節靭帯損傷（ 前十字・
後十字靭帯、 半月板、 内・ 外側側副靭帯）、 足関節捻挫、 股関節痛］を 調査し た。［ 結果］膝蓋大腿痛の既往の割合は利き 足
10.5％、 非利き 足 19.8％であっ た。 下腿後面の肉離れ・ アキレ ス 腱痛の既往の割合は利き 足 2.3％、 非利き 足 3.5％であっ た。
大腿後面の肉離れの既往の割合は利き 足 15.1％、 非利き 足 17.4％であっ た。 シン ス プリ ン ト の既往の割合は利き 足 17.4％、
非利き 足 11.6％であっ た。 膝関節靭帯損傷の既往の割合は利き 足 5.8％、 非利き 足 4.7％であっ た。 足関節捻挫の既往の割合
は利き 足 46.5％、 非利き 足 40.7％であっ た。 股関節痛の既往の割合は利き 足 14.0％、 非利き 足 10.5％であっ た。 利き 足のシ
ンス プリ ント の既往の割合は非利き 足と 比較し て有意に高かった。 ま た非利き 足の膝蓋大腿痛の既往の割合は利き 足と 比較
し て有意に高かった。［ 考察・ 結論］サッ カー競技者において利き 足・ 非利き 足で障害の発症頻度・ 部位が異なる こ と が明ら
かと なっ た。 サッ カー競技者の障害予防のケア及びト レ ーニングを する 際に利き 足・ 非利き 足を 考慮する 必要がある こ と が
示唆さ れた。
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1 −  C −  21
サッ カー競技者の利き足・ 非利き足及びポジショ ンによる潜在性ト リ ガ―ポイント 発生頻度の違い

龍井涼花 
1）
、 井上　 仁 

2）
、 簀戸崇史 

1）
、 尾藤何時夢 

2,3）
、 高本考一 

2,3）
（

1）
 環太平洋大学体育学部健康科学科、

2）
 東亜大学通信

制大学院、
3）
 東亜大学人間科学部ス ポーツ 健康学科柔道整復コ ース ）

key words： サッ カー、 ト リ ガ―ポイ ント

［ 背景］サッ カー競技者において利き 足・ 非利き 足及びポジショ ンによ り プレ ー中に身体にかかる 機械的ス ト レ ス の強度・ 部
位及び下肢の筋骨格系障害及び障害由来の疼痛の発症率が異なる こ と が示唆さ れている 。 一方、 ト リ ガ―ポイ ント は外力及
び運動によ る 筋への過負荷（ 機械的ス ト レ ス ）によ り 形成さ れ、 筋骨格系障害及び障害由来の疼痛発症に関与する こ と が示唆
さ れている 。 こ のこ と から 利き 足・ 非利き 足及びポジショ ンによ り ト リ ガ―ポイ ント の発生頻度及び部位が異なる こ と が示
唆さ れる 。 本研究ではサッ カー競技者の利き 足・ 非利き 足及びポジショ ンによ る 下肢筋潜在性ト リ ガ―ポイ ント 発生頻度及
び部位に違いがある か検討し た。［ 方法］本研究では大学サッ カー部に所属する サッ カー競技者 86 名を 対象と し た。 腸腰筋、
大殿筋、 中殿筋、 小殿筋、 大腿筋膜張筋、 大腿四頭筋、 ハムス ト リ ングス 、 腓腹筋、 前脛骨筋等の下肢の筋を対象に潜在性
ト リ ガ―ポイ ント の有無を問診及び触診によ り 評価し た。利き 足・ 非利き 足及びポジショ ン（ フ ォ ワ ード 、ミ ッ ド フ ィ ルダー、
ディ フ ェ ンダー、 ゴールキーパー）によ る 潜在性ト リ ガ―ポイ ン ト の発生頻度の違いを 解析し た。［ 結果］利き 足では大腿四
頭筋の潜在性ト リ ガ―ポイ ント の発生頻度は非利き 足と 比較し 有意に高かっ た。 非利き 足では中殿筋、 腸腰筋及び大腿筋膜
張筋の潜在性ト リ ガ―ポイ ント の発生頻度は利き 足と 比較し 有意に高かっ た。 ま たポジショ ンによ り 長趾屈筋、 腓腹筋の潜
在性ト リ ガ―ポイ ント の発生頻度が有意に異なっ ていた。［ 考察・ 結論］サッ カー競技者の利き 足・ 非利き 足及びポジショ ン
によ り ト リ ガ―ポイ ント 発生頻度及び部位が異なる こ と が明ら かと なった。 利き 足・ 非利き 足で筋への負荷が異なる こ と に
よ り ト リ ガ―ポイ ント 形成部位が異なり 、 筋骨格系疼痛発症に影響する こ と が示唆さ れた。

1 −  C −  22
手指外傷における握力改善について

林原弘典、 山口樹生、 山﨑　 剛、 齊藤岳史、 髙谷真一、 鈴木貴裕、 大里臣吾（ 医療法人景眞会　 高山整形外科）

key words： ス ポーツ 外傷、 骨折、 靭帯損傷、 臨床所見

【 目的】握力改善は手指ス ポーツ 外傷において、 復帰目安と なる 。 今回、 我々は尺側手指外傷における 握力改善について検討
し たので報告する 。【 対象と 方法】令和 4 年 1 月から 6 月に、 突き 指で中指、 環指、 小指のいずれかを 受傷し 、 当院で治療を
行っ た 18 歳以下 30 例のう ち、 握力が健患側比 80％以上ま でフ ォ ロ ーでき た 12 例を 対象と し た。 男子 7 例、 女子 5 例、 平
均年齢は 12.7 歳（ 9 歳～17 歳）。 こ れら の症例に対し ①競技種目②診断名③初期固定と 固定期間④握力改善度（ ％）と 要し た
期間を 調査し た。【 結果】①バス ケッ ト ボール 5 例、 バレ ーボール 3 例、 サッ カー 2 例、 水泳 1 例、 バレ エ 1 例②中指中節骨
骨折 2 例（ 基部 1 例、 骨端線損傷Ⅰ型 1 例）、 環指中節骨骨折 2 例（ 基部 1 例、 掌側板付着部 1 例）、 小指中手骨不全骨折 1 例、
小指基節骨骨折 2 例（ 骨端線損傷Ⅰ型 1 例、 Ⅱ型 1 例）、 中節骨骨折 3 例（ 掌側板付着部 3 例）、 小指 PIP・ DIP 関節捻挫 1 例、
小指 PIP 関節捻挫 1 例③オルソ グ ラ ス 固定 8 例、 プラ イ ト ン 固定 3 例、 テーピ ン グ 1 例。 固定期間は平均 1.8 週（ 1～4 週）
④平均 94％（ 84％～100％）、 期間は治療開始から 平均 2.6 週（ 1 週～4 週）。【 考察】外傷によ る 握力低下の原因は、 力学的強度
の低下、 損傷部の腫脹によ る 腱拘縮、 固定によ る 廃用性がある 。 調査期間では転位著明な骨折は無かっ た為、 4 週以内には
健患側比 80％を 超える 結果であっ た。 改善に期間を 要し た症例は関節面 1/3 にかかる 中節骨基部骨折や骨端線損傷Ⅱ型に
該当する 基節骨骨折であり 、 固定期間は 2 週であっ たが他の理学所見含め改善に時間を 要し た。 骨折部が力学的に脆弱で付
着腱に対する 収縮力の伝達抑制がかかっ たこ と が考えら れる 。 靭帯損傷では複数部位の受傷は腫脹が高度で、 改善に時間を
要し た。【 ま と め】手指外傷の握力改善について調査、 検討し た

1 −  C −  23
大腿骨頸部疲労骨折 compression type の治療経験

上村英記 
1）
、 堀口忠弘 

2）
（

1）
 常葉大学　 浜松キャ ンパス 、

2）
 福岡ス ポーツ ク リ ニッ ク ）

key words： 大腿骨頸部疲労骨折、 compression type、 M RI STIR 像、 股関節部痛

【 はじ めに】大腿骨頸部疲労骨折はま れな疾患である が、 病態把握や管理を 誤る と 転位の増大や偽関節へ至る こ と があり 、 注
意が必要である 。 本疾患は過度なス ポーツ 活動によ って股関節周囲筋群の疲労が起こ り 、 大腿骨頸部にス ト レ ス が異常分布
する こ と で発生する 。 こ の部位での疲労骨折には 2 つのタ イ プがあり 、 大腿骨頸部上部から 亀裂が生じ る tensile type と 頸
部の内側に発生する compression type があ る 。 tensile type は完全骨折に至る こ と が多く 難治性と なり やすいが、 一方の
compression type は安定し た型のため骨癒合が得ら れやすい。【 症例】本症例は、 15 歳男性の長距離陸上選手であり 、 ラ ン
ニング中に右股関節部から 大腿部にかけて激痛が生じ た。 近医を 受診し 、 MRI 検査によ っ て右大腿骨疲労骨折が疑われた。
当科での理学所見では股関節の他動的内・ 外旋では疼痛はなく 、 関節可動域に左右差はなかっ た。 ま た、 歩行によ る 荷重痛
なども 認めなかっ た。 単純 X 線検査では明ら かな異常は認めなかっ た。 MRI STIR 像では右大腿骨頸部に高信号変化と 骨折
線を 認め、 右大腿骨頸部疲労骨折 compression type と 診断さ れ、 安静指示と し た。 3 ヵ 月経過時の MRI STIR 像で骨髄内変
化の改善が認めら れ、 発症後 5 ヵ 月後にス ポーツ 復帰し た。【 考察】本症例は長距離ラ ンナーであり 、 走行速度や距離が主な
リ ス ク ファ ク タ ーであっ たと 考えら れる 。 ま た、 compression type の Grade 4 であり 、 亀裂に対し て圧縮力が作用する ため
転位のリ ス ク が低く 、 骨癒合が得ら れやすかっ たと 推察さ れる 。 今回の治療経験から 臨床症状が乏し く 、 初期の単純 X 線
画像では異常所見を 認めない場合も ある ため看過さ れやすい。 長距離ラ ンナーなどで股関節部痛を 訴える 場合は本疾患を 念
頭におく 必要がある 。
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1 −  C −  24
接骨院紹介にて受診し た発育期腰椎分離症患者における病期の特徴

三浦大輝、 佐久間雄大（ 特定医療法人　 米田病院）

key words： 腰椎分離症、 疲労骨折、 医接連携、 早期病変

【 目的】接骨院紹介にて受診し た発育期腰椎分離症患者における 病期の特徴について明ら かにする こ と 。【 方法】2015 年 3 月
から 2022 年 1 月ま でに当院にて MRI・ CT 検査を 実施し 、 発育期腰椎分離症の確定診断を 受けた 490 例のう ち、 同主訴に
て他院受診歴が無く 、 過去に腰椎分離症の既往が無い 324 例を 対象と し た。 接骨院紹介にて受診し た例を BS 群、 紹介無く
受診し た例を HP 群と し た。 診療録を 後方視的に調査し 、 初診時における 大場の CT 矢状断分類の病期、 西良分類の病期、
多椎体病変の有無、 両側性病変の有無、 の 4 項目を 調査し た。 各項目をχ2 乗検定及び独立性検定にて 2 群間比較し 、 寄与
率について調査し た。【 結果】BS 群 165 例、 HP 群 157 例であっ た。 大場の CT 矢状断分類は、 Stage 0 が BS 群 34 例、 HP
群 8 例、 Stage Ⅰa が BS 群 83 例、 HP 群 75 例、 Stage Ⅰb が BS 群 11 例、 HP 群 26 例、 Stage Ⅰc が BS 群 4 例、 HP 群 10 例、
Stage Ⅱが BS 群 16 例、 HP 群 21 例、 Stage Ⅲが BS 群 17 例、 HP 群 17 例であり 、 BS 群は Stage 0 に有意に寄与し ていた。
西良分類は、 超初期が BS 群 62 例、 HP 群 23 例、 初期が BS 群 71 例、 HP 群 95 例、 進行期前期が BS 群 12 例、 20 例、 進
行期後期が BS 群 3 例、 HP 群 15 例、 終末期が BS 群 17 例、 HP 群 15 例であり 、 BS 群は超初期に有意に寄与し ていた。 多
椎体病変は、 BS 群 8 例、 HP 群 15 例であり 、 有意差は認めなかっ た。 両側性病変は、 BS 群 58 例、 HP 群 64 例であり 、 有
意差は認めなかった。【 考察】接骨院にて発育期腰椎分離症を 疑われた患者の多く は早期病変である 可能性が高いと 考えら れ
た。 地域のプラ イ マリ ・ ケアを 担う 接骨院と 精査可能である 医科と の医接連携体制を 構築する こ と は、 早期発見・ 早期治療
に繋がり 社会的に有用である と 考えら れる 。

1 −  C −  25
腰椎疲労骨折と 胸椎の回旋角度について
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key words： 腰椎疲労骨折、 腰椎分離症、 胸椎回旋角度

【 はじ めに】腰椎疲労骨折・ 分離症と は発育期ス ポーツ選手に多く 生じ る 腰椎関節突起間部の疲労骨折であり 、 腰椎に伸展及
び回旋動作の器械的ス ト レ ス を 受けて発症する も のと 考えら れている 。 疲労骨折発生の要因について諸家ら の報告では、 下
肢の柔軟性に関する も のが多く みら れる が腰椎よ り 上位の胸椎に関する 報告はあま り 見受けら れない。 そこ で、 胸椎の回旋
角度について調査し た。【 目的】腰椎疲労骨折患者の胸椎の可動性について比較検討し た。【 対象・ 方法】令和 3 年 12 月 1 日
～令和 4 年 8 月 28 日 8 月 31 日ま での 9 か月間で腰椎疲労骨折・ 分離症と 診断さ れた 11 例中、 胸椎の可動性を 計測でき た
6 例、 同年代で腰椎疲労骨折の既往はないが腰痛の訴えがある 2 例（ 腰痛群）、 腰部に既往を 持たない 3 例（ 無症状群）を比較・
検討し た。 胸椎の回旋動作については lumber-locked rotation test を 用いて調査し た。【 結果】腰椎疲労骨折・ 分離症患者の
胸椎の回旋角度は分離側への平均は 39°。 非分離側は 36°で、 腰痛群の回旋角度は約 38°、 無症状群は 40°と なっ た。 疲労骨
折群の中でも 胸椎の可動域に差があっ た。 可動域が小さ かっ た症例はリ ハビ リ を始めて日が浅い者や、 リ ハビリ を 行ってい
ない症例であっ た。 ま た、 片側が分離し ている 場合は非分離側に回旋する ほう が角度が小さ かっ た。 疲労骨折群は回旋角度
に左右差があっ たが、 腰痛群や無症状群は左右差は見ら れなかっ た。【 ま と め】腰椎疲労骨折・ 分離症患者と 腰痛群、 無症状
群を 調査し たと こ ろそれぞれに大き な差は見ら れなかっ たが、 疲労骨折群は左右差がある こ と が分かっ た。 先行研究では回
旋応力は回旋方向と は逆の関節突起間部に強く みら れる こ と が報告さ れている 。 疲労骨折群は胸椎の回旋制限がある 為に腰
椎で代償し て疲労骨折を 起こ し てし ま う 事が示唆さ れた。 再発防止には胸椎の回旋も 改善する こ と も 大切である と 考える 。
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頸部アイソレーショ ン動作における運動学的検討
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【 背景およ び目的】頸部アイ ソ レ ーショ ン 動作（ 以下、 アイ ソ レ ーショ ン ）は、 近年、 テレ ビ コ マーシャ ルなど で散見さ れる 。
アイ ソ レ ーショ ンはス ト リ ート ダンス の技術の一つで、 前額面上の動き である が、 ど のよ う に頸椎が動いている かの詳細は
明ら かにさ れていない。 本研究は、 アイ ソ レ ーショ ンと 頚部側屈の動き と の比較から アイ ソ レ ーショ ン時の運動学的特性を
明ら かにする こ と を 目的と し た。【 方法】対象はアイ ソ レ ーショ ン の行える 者 7 名と し た。 被験者の第 1 頸椎（ C）から 第 1 胸
椎（ Th）の棘突起にマーカーを 貼付し 、 頸部最大側屈、 アイ ソ レ ーショ ン を それぞれ行わせ、 前額面後方から カメ ラ で撮影
し た。 得ら れた画像よ り 、 床から の垂線と Th1 と 各頸椎を 結ぶ線でなす傾斜角を 算出し た。 さ ら に、 超音波画像観察装置
LOGIQe（ GE ヘルス ケア社製）を 用いて、 最大側屈、 アイ ソ レ ーショ ンの C1 から C7 の横突起を 描出し 、 椎体間の距離を 計
測し た。【 結果】傾斜角では、 最大側屈で C1 と C2 は C7 よ り 有意に大き かっ た。 アイ ソ レ ーショ ン では C1、 C2 およ び C3
が C7よ り 有意に大き かっ た。 群間の比較では、 アイ ソ レ ーショ ンの C1 と C3 は最大側屈よ り 有意に小さ く 、アイ ソ レ ーショ
ンの C2 が最大側屈よ り 小さ い傾向であっ た。 椎体間の距離では、 郡内の比較で最大側屈、 アイ ソ レ ーショ ンと も に有意差
を 認めなかっ た。 群間の比較では C1-C2、 C2-C3、 C3-C4、 C4-C5 間でアイ ソ レ ーショ ンが最大側屈に比べ有意に低値を 示し
た。【 考察】アイ ソ レ ーショ ン時の下位頸椎は最大側屈と 同程度の動き であっ た。 し かし 、 上位頸椎は最大側屈よ り も 小さ い
動き であっ たこ と から 、 アイ ソ レ ーショ ン は上位頸椎の動き が重要である と 考える 。 特に、 C2 のみ他の頸椎と は反対方向
に側屈し ていた。 そのこ と から 、 上位頸椎での反対側への側屈がアイ ソ レ ーショ ンの運動学的特性である と 推察さ れる 。
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